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はじめに 

 昨年の本学会で 50μm 厚のＦｅ基非晶質合金箔が準工業規模で製造できることを報告した１）. 市販の薄い

箔に比べて磁気特性に遜色はなく, 加工性も克服可能な範囲である. 前報では as cast の磁気特性であったが, 

その後, アニール後の磁気特性を測定すると市販材（25μm）に比べて期待した特性ではなかった。以前の結

果は、板厚 50-60μm 付近で鉄損は最小であった２）. そこで、入手した市販数社の磁気特性を比較して特性差

の理由を明らかにする. 

実験方法 

 昨年報告した 50μm 厚の準量産材（B-1）に対して, 同社で製造した 30μm厚の試料（B-3）および、市販 3

社（X,Y,Z）の材料を入手した. 市販材はいずれも 20-25μmである. これらを幅 25mm, 長さ 100mmに切断し, 

磁場なしでアニールした. 温度は 375℃, 保持時間は60分, 雰囲気はArガスである. 磁界は付与していない. 

磁気測定は岩通計測（株）の SST（SY-956）を借用した. SST 値は東英工業（株）のエプスタイン値で校正し

た. 磁気特性の差異を解釈するため光学顕微鏡で試料の表面観察をした。特にロール面に着目した. 試料によ

りロール面の小さな窪み（エアポケット）の大きさ, 数が違うので数値化した. 

実験結果 

 Fig.1は各試料アニール後の Wを fに対してプロットした図である。Wは 1.3Tにおける鉄損, f は測定周波

数である. Fig.1のように B 社の試料（以下 B）は鉄損が大きい. 直線の勾配に大きな差はなく,Ｙ軸切片の大

きさ（ヒステリシス損 Wh）が, B の鉄損が大きい理由である.そこで, Wh の大きい理由を調べた.光学顕微鏡

観察の結果, Bのロール面は,板厚によらずエアポケットが大きく数が多い（Fig.2a, 2b）．エアポケットを定

量化すると, 鉄損との対応が明確になった.この結果から, 表面（特にロール面）のエアポケットの性状が同

等ならば板厚が厚いほど鉄損低減に有利であることが予測される.  
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Fig.1 Core loss/frequency vs frequency.  Fig.2 Photomicrographs for 50μm (a), 25μm(b)thick roll side. 
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